
 

令和５年７月２４日  

国土交通省関東地方整備局  

横浜市港湾局  

横浜川崎国際港湾株式会社  

 

 

横浜港本牧ふ頭に 

１５,０００ＴＥＵ型の超大型ＬＮＧ燃料コンテナ船が初入港しました！ 

 

 

同船は、ＣＭＡ ＣＧＭ社が運航する中南米航路「ＡＣＳＡ１（アクサワン）」に投入されて

いる３隻のＬＮＧ燃料コンテナ船のうちの１隻として横浜港へ初めて入港したものであり、

これまで本牧ふ頭に寄港したコンテナ船で最大級の大型船に分類されます。 

ＣＭＡ ＣＧＭ 社は、中南米からの輸入貨物増加対応に向けた計画の一環として当該航路への 

大型船の投入を進めるとともに、ＬＮＧ燃料コンテナ船も活用して環境負荷低減にも取り組ん

でいます。 

 横浜港としては、ＬＮＧバンカリング（供給）拠点の形成に向け、本牧ふ頭Ａ４岸壁の整備

を行ったほか、横浜川崎国際港湾株式会社等が設立したエコバンカーシッピング株式会社がバ

ンカリング船の建造を進めています。 

今後も、ＬＮＧなど環境にやさしい燃料を使用する超大型コンテナ船を受け入れていきます。 

 

（注）ＴＥＵ： 20 フィートで換算したコンテナ個数 

 

＜発表記者クラブ＞竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、横浜海事記者クラブ、 

横浜市政記者会、物流専門誌 

＜問い合わせ先＞ 

関東地方整備局 港湾空港部 

･電話：０４５－２１１－７４３７ メールアドレス：info-i83ab@mlit.go.jp 

･クルーズ振興･港湾物流企画室長  雨宮 康良（あめみや やすよし） 

横浜市港湾局 港湾物流部 

･電話：０４５－６７１－２８７３ メールアドレス：kw-butsuryuuunei@city.yokohama.jp 

･物流運営課長  鹿志村 兼貴（かしむら かねたか） 

横浜川崎国際港湾株式会社 経営企画部 

･電話：０４５－６８０－６６３６ メールアドレス：keieikikakuka@ykip.co.jp 

･経営企画課長  鈴木 康弘（すずき やすひろ） 

本日、ＣＭＡ ＣＧＭ 社（フランス）のコンテナ船「ＣＭＡ  ＣＧＭ Ｌｉｂｅｒｔｙ 

(リバティ）」（全長約３６６ｍ、船幅５１ｍ、最大積載数１４,８０６ＴＥＵ(注)）が、横浜港 

本牧ふ頭Ｄ４コンテナターミナルに初めて入港しました。



（別紙）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初入港写真 

 

（参考１） 本船詳細 

本 船  名：ＣＭＡ ＣＧＭ Ｌｉｂｅｒｔｙ 

船  籍：マルタ  

総 ト ン  数：１５０ ,７８３Ｇ／Ｔ   

最大コンテナ積載数： １４ ,８０６ＴＥＵ  

全   長：３６６ｍ  

船 幅：５１ｍ  

 

（参考２） 中南米航路「ＡＣＳＡ１」寄港地 

蛇口 – 香港 – 高雄 – 寧波 – 上海 – 青島 – 釜山 – マンザニーロ – ラザロカルデナス – ブ

エナベントゥラ – カヤオ – ポルソハ – ラザロカルデナス – マンザニーロ – 横浜 – 釜山 

– 蛇口 

 

 


